
四半期ごとに配布する社内報の活用 
  →社内のイクボス、男性社員の子育ての様子、結婚した社員等を紹介し、    
    社内のコミュニケーションの活性化につなげている。 

連休に合わせた年次有給休暇の取得奨励日の設定 
   →（例）10月7日（土）、10月8日（日）、10月9日（月・祝）とすると、10月6日（金） 
          または10月10日（火）を奨励日とすることで、4連休となる。 

結婚記念日休暇、誕生日休暇の実施 
 

業種 
 医療・福祉  医療法人社団和泉会 

 ②  

ノー残業デーの導入（月２回、第３、第４木曜日） 
  
衛生管理委員会によるチェック機能 

  →各部門における１人あたりの月平均所定外労働時間、月１０時間以上・３０時間以上の 
    職員を共有し、委員会で対策を検討。 
 
社会福祉法人石龍会で認証取得しているISO9001に準拠した運用により、業務の
見える化、業務マニュアルの統一化等を実施することによって、業務を効率化 

 代表者名 

 所在地 

 職員数 

 設立 

 事業内容 

理事長 佐原 博之 

七尾市石崎町タ部28番地7 

61人 （男性 7人、 女性 54人）    ※平成30年10月時点 

昭和50年 

医療：内科・小児科・リハビリテーション科 

介護：居宅介護支援・通所リハビリ・訪問リハビリ・訪問介護 

主な制度、取組内容 

 ③ 多様な取組による年次有給休暇取得の促進 

① 多様な取組による所定外労働の削減 

 ④ ワークライフバランスの推進につながる風土づくり 

写真 

（バースデイケー
キのプレゼント） 

③ 短時間正社員制度の導入 
育児、介護、心身の健康状態などの様々な事情により時間に制約がある社員が、
勤務時間や勤務日数をフルタイム正社員より短くしながら働くことが可能 

   
④ 病後児保育料の全額負担 

近隣の浜岡幼保園と連携し、職員の子どもの病後児保育料を法人で負担   

② 時間にとらわれない柔軟な働き方の導入・活用 

⑤ 社員とその家族、地域を大切にする社内風土の醸成  

地域の学生、各種団体等からのボランティア
活動、高校生・中学生の職場体験の受入れ 

 
多くの地域住民も参加する夏祭りやスポーツ
大会等の法人行事への職員の家族の参加  

  →職員同士のコミュニケーション活性化、仕事への 

     やりがいにもつながっている。  

フレックスタイム制度の導入・活用 
  →利用者への応対によって、 所定外労働時間が発生するケアマネジャー等の業務を担当 
    する職員が活用。 
 

変形労働時間制の導入・活用 
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